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胤に

至
獅
ﾌ
｝
桝
で
、
あ
る
。
此
の
鮎
か
ら
音
口
へ
固
μ
上
叉
罰
那
學

航
石
で
、
・
も
一
葉
な
備
へ
る
必
要
．
が
あ
ろ
ビ
田
脚
ふ
O

　
月
並
な
噺
聞
、
雑
誌
の
附
錐
に
め
ろ
世
界
地
圖
な

ψ
こ
秘
書
齋
の
壁
に
貼
り
付
け
て
直
ぐ
閑
却
し
て
終
ふ

よ
リ
、
同
じ
厚
紙
を
貼
る
位
な
ら
珍
ら
し
い
此
の
天

三
河
揚
げ
て
，
多
少
な
岡
ざ
も
天
上
界
に
親
し
み
、

時
々
は
人
間
界
　
煩
累
か
ら
脱
す
ろ
の
も
亦
樂
し
か

ら
す
や
ご
言
ひ
這
い
の
で
あ
ろ
。
（
古
川
）
（
本
會
出

版
、
定
償
金
対
当
五
拾
銭
）

大
阪
の
計
量
博
覧
會

　
大
阪
の
商
品
陳
列
所
内
に
四
月
一
日
か
ら
開
會
ぜ

ら
れ
る
筈
の
計
量
博
覧
會
に
は
、
京
都
大
學
の
二
丈

塁
か
‘
宇
宙
の
計
量
に
關
す
る
出
品
な
す
る
筈
で
山

助
本
教
授
は
其
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
る
る
。
出
品

物
は
大
百
吋
の
月
の
窺
眞
か
始
め
、
太
陽
や
火
星
の

圖
、
そ
れ
に
遊
星
や
恒
星
の
大
き
さ
の
比
較
、
宇
宙

度
量
衡
の
表
，
其
の
他
、
望
遠
鏡
や
天
艦
の
各
種
の

模
型
な
ご
G
倫
「
火
星
の
接
近
』
｛
題
す
る
大
模
型
は

直
径
八
尺
の
軌
道
上
な
火
星
か
運
行
す
る
有
檬
な
地

球
か
ら
遷
る
關
係
で
、
恰
も
本
誌
の
［
糟
な
生
か
し

れ
や
う
な
も
の
で
あ
ろ
〇
一
般
同
好
者
の
見
逡
が
さ

れ
な
い
や
う
に
望
む
。

幽
吋
望
遠
鏡
駅
よ
太
陽
投
影
法

　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
　
要

　
本
年
｝
月
半
の
親
密
の
手
引
の
太
陽
の
部
に
、
此

の
望
遠
鏡
は
投
影
法
に
ほ
適
ぜ
ね
ピ
書
き
ま
し
れ
が

あ
れ
は
C
レ
ン
ズ
を
用
ゐ
六
警
め
に
結
果
が
悪
か
つ

＼

約
の
如
く
，
同
地
の
女
學
校
に
行
く
ε
、
木
村
敏
謙

．
か
訂
昇
ん
で
￥
迎
ヘ
マ
「
の
ご
る
。

　
尼
ケ
崎
で
ば
、
夜
に
観
望
も
や
り
た
い
つ
も
り
で

大
阪
か
ら
ぜ
御
影
か
ら
ε
二
つ
の
望
遠
鏡
を
借
り
て

來
丈
置
か
れ
．
れ
が
、
生
慣
此
の
夜
ほ
　
昨
夜
に
反
し

て
、
全
く
の
曇
り
、
雨
さ
へ
降
り
出
し
六
れ
め
、
集

六
の
で
、
あ
れ
に
A
B
レ
ン
ズ
か
組
合
ぜ
て
、
望
遠
写
六
人
々
に
諦
め
好
く
，
定
刻
に
ば
講
演
會
瘍
に
集

配
の
軸
の
中
心
で
B
レ
ン
ズ
か
ら
約
三
尺
位
離
れ
れ

所
で
焦
錨
な
結
ぶ
檬
に
す
れ
ば
、
直
径
二
寸
位
の
．

何
等
色
付
告
の
な
い
見
事
な
太
陽
の
像
が
見
え
ま
す

周
園
な
暗
く
す
れ
ば
、
よ
く
も
こ
ん
な
望
遠
鏡
で
立

菰
に
行
け
ろ
も
の
だ
ミ
感
心
す
る
位
立
賑
に
行
き
ま

マ
。
黒
鮎
の
観
測
は
勿
論
，
白
斑
、
米
粒
組
織
の
観

測
ま
で
立
派
に
行
ひ
富
ま
す
。
も
少
し
工
夫
す
れ
ば

窺
眞
も
大
丈
夫
こ
れ
る
亡
思
ひ
ま
す
、
少
し
長
く
な

ろ
の
で
不
便
で
す
が
、
巧
み
な
方
法
で
す
○
此
れ
に

カ
ナ
ダ
天
文
墨
會
の
・
同
O
二
醤
巴
に
出
て
ゐ
六
の
を

一
時
適
川
し
六
の
で
す
Q
私
の
影
写
で
は
（
）
9
蓄
団

の
二
吋
で
や
つ
れ
投
影
よ
り
も
此
の
方
が
よ
く
わ
か

る
位
で
あ
る
ご
思
ひ
ま
す
。

ま
つ
六
。
來
會
者
の
中
に
は
西
の
宮
や
池
田
伊
丹
あ

板
り
か
ら
來
六
人
も
あ
っ
て
、
意
外
の
長
喜
で
あ
る

私
は
七
時
し
壇
に
上
り
、
前
後
二
時
間
牛
，
天
文
學

上
の
一
般
講
詰
な
や
つ
索
。

　
會
後
、
四
五
の
有
志
ぜ
獣
談
四
刻
、
十
時
、
村
山

氏
に
見
邊
ら
れ
て
女
學
校
な
僻
し
、
大
阪
ま
で
は
電

車
・
、
そ
れ
か
ら
汽
車
を
好
い
氣
持
に
居
れ
む
り
な
か

ら
、
夜
牛
、
京
都
に
着
、
目
頭
に
出
て
見
れ
ば
、
外

に
ば
念
の
入
っ
た
雨
が
し
ピ
く
ピ
降
っ
て
ゐ
ゐ
。
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ハ
ガ
キ
便
り

山
本
先
生
　
御
健
康
奄
旧
し
ま
す
。

先
生
、
嬉
し
い
こ
ご
で
す
、
新
し
い
尋
常
五
年
生
の

國
語
長
本
か
御
覧
に
な
り
ま
し
允
か
『
星
の
話
」
が
教

材
に
出
て
ゐ
ま
す
よ
、
内
容
に
は
星
の
．
蓮
動
、
色
、

北
極
星
、
星
の
一
説
が
示
し
て
あ
り
ま
す
．
天
女
が

立
派
に
教
課
の
中
に
這
入
つ
ザ
、
來
ま
し
索
〇

　
二
月
十
七
日
　
　
　
伊
丹
小
書
校
　
津
田
　
雅
三


